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1. ヒト生理機能を再現する心臓、腎臓、肺などの臓器チップ技術を開発した。

2. この技術は、動物実験の代替と個別化医療への応用が可能である。

3. 産学連携による社会実装とグローバル展開が期待される。

Mission
人に近い臓器モデルで、未来の医療を創る

技術

1. 細胞間コミュニケーションが可能なマイクロ流体チップ

2. ヒト細胞の共培養

3. 心臓の収縮、腎臓の物質再吸収などの臓器機能再現

4. がん、糖尿病、肺線維症などの病態モデルを開発

血管内皮細胞

iPS心筋細胞
線維芽細胞

inlet reservoir

microfluidic chip

effluent collectorperistaltic pump

1,000 μm

1,000 μm

200 μm

Japan patent application 2020-084982

5 mm

0 40 80 120 160 200 240 280 320 360 400

440 480 520 560 600 640 680 720 760 800
200 μm 20 μm

cTnT

840

心筋厚15倍！

“平面”から“臓器”へ。
従来の2次元培養での限界である50 μmに対し、

臓器チップでの3次元培養により厚さ840 μmを達成



80 μl/h 80 μl/h

方向性が生まれる、漏れない血管へ。
従来の静置培養では不可能だった、血管内皮細胞の本来の配向と

細胞間結合を再現し、血液の漏れを3倍低下。

ビジョン Partners

Members 事業パートナー募集

臓器機能のモニタリングや次世代チップ素材の

開発で、パートナーを募集しています

お問い合わせは、高橋 賢(takah-k2@okayama-u.ac.jp)まで
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